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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､ラット褐色細胞腫細胞PC12を用いてアル ドステロンによるカテコラミン産
生-の影響および骨形成蛋白BMPの関与を検討したものである｡本実験系においてPC12
細胞には鉱質コルチコイ ド受容体 (MR)の発現を認め､アル ドステロンは糖質コルチコ
イ ドと同様にカテコラミン合成律速酵素の発現を促し､ ドパミン合成を促進することな.
どの成績を得た｡
本研究結果より､アル ドステロンはMRを介するgenomic作用と一部MAPKを介するnon
genomic作用によりドパミン合成を刺激し､骨形成蛋白B肝-4は､MR下流のシグナルを
促 し､カテコラミン合成に対する増加作用を促進することを示した価値ある業績と判断
される｡
よって∴本研究者は博士 (医学)◆の学位を得る資格があると認める｡
